
23

険
者
一
人
あ
た
り
で
は
８
・
２
％
増
加
の
２
３
５
、
３

６
５
円
と
な
り
ま
し
た
。（
医
療
費
の
推
移
と
予
防
策

は
５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　
現
役
世
代
が
高
齢
者
医
療
を
支
え
る
た
め
に
負
担
す

る
納
付
金
は
、
23
億
４
、
７
０
０
万
円
と
な
り
、
前
年

度
よ
り
10
億
４
、
６
０
０
万
円
減
少
し
、
支
出
に
占
め

　
収
　
入

　
標
準
報
酬
や
賞
与
が
予
算
を
上
回
っ
た
た
め
、
総
収

入
は
予
算
よ
り
２
億
１
、
２
０
０
万
円
増
加
し
、
71
億

8
、
0
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
但
し
、
前
年
度
に
比
べ
被
保
険
者
が
約
１
、
２
０
０

人
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
、
前
年
度
よ
り
５
億
７
、
１

０
０
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

　
支
　
出

　
総
支
出
は
、
前
年
度
よ
り
10
億
４
、
２
０
０
万
円
少

な
い
64
億
４
、
３
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
お
も
な

支
出
は
、
皆
さ
ん
が
医
療
機
関
に
か
か
っ
た
と
き
の
医

療
費
に
あ
て
ら
れ
る
保
険
給
付
費
で
す
。
被
保
険
者
数

が
減
少
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
０
・
３
％
増
加
、
被
保

る
割
合
も
８
・
９
ポ
イ
ン
ト
下
が
り
ま
し
た
。

　
各
種
健
診
の
実
施
や
健
康
づ
く
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な

ど
、
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
あ
て
ら
れ
る
保
健
事
業

費
は
、
２
億
４
、
６
０
０
万
円
で
し
た
。
各
種
健
診
な

ど
の
受
診
率
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
平
成
23
年
度

よ
り
、
さ
ら
に
効
率
的
な
保
健
事
業
を
目
指
し
て
健
康

づ
く
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

 
 

被
保
険
者
、
ご
家
族
の
み
な
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
健
保
組
合
の
事
業
を
充
分
に
活
用
い
た
だ
き
、
積

極
的
な
健
康
づ
く
り
に
取
組
ん
で
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
医
療
費
の
節
減
に
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
介
護
勘
定
の
運
営
主
体
は
、
市
区
町
村
で
す
。
健
保

組
合
に
は
、
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
被
保
険
者
か
ら
介

護
保
険
料
を
徴
収
す
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
22
年
度
は
、
介
護
保
険
料
収
入
が
６
億
７
、
６

０
０
万
円
あ
り
、
介
護
納
付
金
等
の
支
出
は
、
６
億
６
、

５
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
任
所
長
研
修
や
管
理
職
昇
格
研
修
へ
の
メ
ン
タ
ル

セ
ミ
ナ
ー
を
は
じ
め
、
実
施
希
望
の
あ
っ
た
事
業
所
に

「
管
理
者
向
け
の
メ
ン
タ
ル
セ
ミ
ナ
ー
」を
実
施
し
ま
し

た
。

　
受
診
勧
奨
を
強
化
し
た
結
果
、
被
保
険
者
の
98
％
ま

で
受
診
率
が
向
上
し
ま
し
た
が
、
被
扶
養
者
の
受
診
率

は
39
・
２
％
と
横
ば
い
で
し
た
。
引
続
き
受
診
率
向
上

へ
の
対
策
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

　
健
診
の
結
果
、「
要
医
療
機
関
受
診
」と
判
定
さ
れ
て

も
、
医
療
機
関
受
診
を
さ
れ
て
い
な
い
方
が
い
ま
す
。

重
症
化
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
回
募
集
分
よ
り
、「
健
康
づ
く
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

が「
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
」に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し

た
。
初
回
登
録
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

約
９
割
の
健
保
組
合
が

赤
字
計
上
す
る
な
か
、

黒
字
を
維
持

収 入 合 計
支 出 合 計
収 支 差 引 残 高

71億8,000万円
64億4,300万円
   7億3,600万円

平成22年度収支決算
（一般勘定）

平成　　年度22
決算報告

介
護
勘
定

　
平
成
23
年
度
予
算
で
は
、
約
９
割
の
健
保
組
合
が
赤

字
、
過
去
最
高
の
５
２
７
組
合（
回
答
組
合
の
４
割
）が

保
険
料
率
を
引
上
げ
た
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
収
入
は

増
加
し
ま
し
た
が
、
拠
出
金
・
納
付
金
の
増
加
に
よ
り
、

昨
年
に
引
続
き
６
、
０
０
０
億
円
規
模
の
赤
字
と
な
る

見
込
み
で
す
。

　
一
方
、
当
組
合
の
財
政
は
着
実
に
改
善
さ
れ
、
実

質
保
険
料
率
、
財
産

状
況
か
ら
３
年
間
の

財
政
の
健
全
性
が
見

込
め
た
た
め
、
平
成

23
年
度
よ
り
保
険
料

率
を
85
・
０
‰
か
ら

82
・
７
‰
に
引
下
げ

ま
し
た
。

当
健
保
組
合
の
財
政
状
況

保
健
事
業
の
概
況

健
保
組
合
全
体
を
め
ぐ
る
動
き

一
般
勘
定

平成22年度 総収支の状況

（単位：百万円）介 護 勘 定
 

科　目

介護保険料収入

合　計

 

決算額

676

676

収　　入  

科　目

介護納付金

合　計

 

決算額

665

665

支　　出

決算基礎数値
被保険者人数

男  11,017人

女     4,646人

計  15,663人

平均年齢

男  40.9歳

女  39.2歳

全平均  40.4歳

被扶養者数

18,325人

※トステムビバが協会けんぽに移行したため被保険者数が大幅に減少。

（単位：百万円）
一 般 勘 定

収　　入 支　　出

平成22年度 総収支の状況

収支差引残額　266

対前年度比（％）
85.5
100.3
69.2
54.0
82.5
76.1
107.4
86.8
86.1

決算額
71

3,687 
2,347
819 
1,312
216 
246
92

6,443

科　目
事務費
保険給付費
納付金
　前期高齢者納付金
　後期高齢者支援金
　その他
保健事業費
その他

合　計

対前年度比（％）
97.4
33.6

92.6

決算額
6,985
195

7,180 

対前年度比（％）
96.4
92.2
132.7

66.3
96.1
107.8

決算額
81

4,011
4,447
1,797
1,654
996
209
123
8,871

対前年度比（％）
108.8

115.8

116.8

決算額
8,241
1,015
667
346

10,269

科　目
健康保険料収入
その他

合　計

み
ん
な
の
つ
ぶ
や
き

「
安
眠
法
」試
し
て
み
た
ら
グ
ッ
ス
リ
眠
れ
ま
し
た
よ
。（
Ｏ
・
Ｈ
）

み
ん
な
の
つ
ぶ
や
き

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
。
薬
も
自
分
で
選
べ
る
ん
で
す
ね
。（
Ｓ
・
Ｋ
）

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
活
動

特
定
健
診
・
保
健
指
導（
40
歳
以
上
）

健
診
活
動
・
疾
病
予
防

健
康
増
進
活
動



1

1

2

2

3

3

4

45

「健康ポイント制度」に参加しよう！（P10へ）
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0 50000 100000 150000 200000 250000

※被保険者１人当りの年間の値です。保険給付体系

付加給付
4,432円

（前年＋36.6％）医療給付
187,268円（前年＋7.0％）
（療養費、療養給付費など）

被保険者（本人）分
78,108円（前年＋3.1％）

被扶養者（家族）分
109,160円（前年＋9.2％）

その他給付
43,665円

（前年＋10.9％）
（傷病手当金、出産手当金など）

高額療養費
11,102円

（前年＋21.9％）
その他
3,080円

傷病手当金
11,756円（前年＋4.8％）

出産関係
17,727円（前年＋9.8％）

法定給付  230,933円（前年＋7.7％）

※保険給付費総額3,687百万円

保険給付  235,365円（前年＋8.2％）

平成　　年度22 決算報告み
ん
な
の
つ
ぶ
や
き

婦
人
科
の
が
ん
検
診
の
受
診
率
っ
て
か
な
り
低
い
ん
で
す
ね
、
び
っ
く
り
。
女
性
の
み
な
さ
ん
、
乳
が
ん
、
子
宮
頸
が
ん
の
検
診
は
毎
年
受
け
ま
し
ょ
う
よ
。（
Ｙ
・
Ｎ
）

み
ん
な
の
つ
ぶ
や
き

毎
日
、
工
場
の
現
場
を
歩
い
て
い
る
。
１
万
歩
以
上
に
な
る
。
け
っ
こ
う
な
運
動
だ
よ
ね
。（
Ｍ
・
Ｏ
）

予防可能な医療費が5億8,389万円もあります！予防可能な医療費が5億8,389万円もあります！
●生活習慣関連疾患……1億3,538万円

●生活習慣関連疾患以外……4億4,851万円

一度重症化すると多額の医療費が発生するだけでなく、生涯にわたり生活の低下を余儀なくされます。

歯をみがき、定期的に歯科健診を受けましょう！
「歯科健診センター」と契約して「無料歯科健診」を実施していますのでご利用ください。
また、健保ホームページに歯とお口の健康増進プログラムを掲載していますのでご活用ください。
（ID：kenpo　パスワード：kumiai）

医師より薬剤の処方を受けても、処方どおりに服用しないで病状を
コントロールできていない方が多く見受けられます。

当組合の「乳がん」・「子宮がん」検査の受診率は13.8％と8割以上の方が受けられておりません。
特に「乳がん」は早期発見で9割以上治ると言われています。健康な毎日を過ごすためにも、必ず健診をうけましょう！

管理・監督者を対象に定期的にメンタルセミナーを開催しています。

基本ですが、外出先からもどったら手洗い・うがいを忘れずに！	

糖尿病・高血圧症の方は早めに医療機関で受診しましょう！

歯科

薬は処方どおりに飲みましょう！

がん

生活習慣を見直しましょう！

メンタル疾患

かぜ

　
平
成
22
年
度
の
保
険
給
付
費
は
、
36
億
８
、
７
０
０

万
円
で
支
出
全
体
の
52
・
８
％
を
占
め
ま
す
。
被
保
険

者
一
人
当
た
り
の
保
険
給
付
費
は
、
８
・
２
％
増
加
し
、

23
万
５
３
６
５
円
で
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
22
年
度
に
付
加
給
付
の
足
切
り
限
度
額

を
改
訂
し
た
こ
と
に
よ
り
、
付
加
給
付
は
、
＋
36
・
６
％

と
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。

保
険
給
付
費
の
概
要

医療費総額（本人）の動き（平成22年度：健保負担）

高血圧性疾患
糖尿病
虚血性心疾患
脳梗塞
脳内出血
動脈硬化（症）
脳動脈硬化（症）
アルコール性肝疾患
　　      小　計
歯科
がん
メンタル疾患
かぜ
　　      小　計

【その他呼吸器】　
　インフルエンザ、喘息、アレルギー性鼻炎など

【筋骨格系疾患】
　 関節リウマチ、関節症、椎間板症など

【感染症及び寄生虫症】
　 結核、ウイルス疾患など

【神経系疾患】
　パーキンソン病、アルツハイマー、てんかん、脳性麻痺など

【先天奇形及び染色体異常】
 　無脳症、ダウン症候群など

【婦人科疾患】
 　乳房、子宮疾患など

【外傷、中毒疾患】　
 　骨折、損傷、火傷、薬剤中毒など

58,389万円
5,795万円
4,020万円
2,302万円
704万円
594万円
90万円
21万円
12万円

13,538万円
26,007万円
12,378万円
3,480万円
2,986万円
44,851万円

予防可能な医療費

予防困難分
7億9,775万円

高血圧性
疾患

糖尿病

虚血性心疾患
脳梗塞

脳内出血
動脈硬化（症）

歯科

がん

メンタル疾患 かぜ

生
活
習
慣

生
活
習
慣
以
外

本人医療費総額  13億8,164万円

 予防可能な医療費    5億8,389万円  予防困難な医療費    7億9,775万円

　生活リズムが不規則でいつも睡眠不足の人は、ホルモンな
どの働きが崩れて内臓脂肪が蓄積しやすいという研究結果が
発表されています。早寝早起きのリズムを守って規則正しい
毎日を送ることは、健康生活の基本です。

睡眠や休養のリズムを崩さないように

　週末などにスポーツを楽しむだけでなく、運動習慣を日常
に取り入れることがさらに大切です。階段や坂道を面倒がら
ずに「運動のチャンス」として活用しましょう。

暮らしの中で運動できる機会をのがさない
　精神的なストレスも、メタボに関係します。ストレスがた
まると血中脂質は異常になり、血圧も高くなります。日常的
に趣味や運動を楽しむように心がけ、悪影響が出ないうちに
ストレスを解消したいものです。

ストレスは、たまる前にクリア！

　「腹八分目｣「野菜と魚をよく食べる｣「肉類や油はほどほど
に」「甘いものをとり過ぎない｣などを守り、３食なるべく決
まった時刻に食べるようにすれば、自然とバランスがとれる
はずです。

質・量ともにバランスよい食生活を

　喫煙は呼吸器だけでなく体に多様なダメージを与える、生
活習慣病要因の親玉です。血糖値が低下しにくくなったり、
動脈硬化を促進するなど、メタボ関連の悪影響ももたらしま
す。周囲の人にも害がおよぶので、たばこを吸う人はぜひ禁
煙に取り組みましょう。

たばこはメタボを活性化させる

　一晩に日本酒換算１合程度までに抑えて、楽しく会話しな
がら飲めば、大きな悪影響はないとされます。脂肪の少ない
つまみもお忘れなく。

楽しい会話とともに適正飲酒

脱メタボのための
改善ポイント

　メタボリックシンドロームの予防・改善には、バランスのよい食生活や日常の運動
習慣を身につけることが大切です。体にやさしい生活習慣を考えてみましょう。
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指導 ● 清水　忍（スポーツ＆サイエンスチーフトレーナー・健康運動指導士）

家で
ゆったり

床に座って両ひざを伸ばした状態
から、右ひざを90度程度に曲げ
て立てる。
1

床に座って両ひざを伸ばした状態か
ら、左ひざを曲げる。1
右腕で左のすねを引き寄せる。この
とき真っ直ぐに引き寄せるのではな
く、できるだけ右足をまたぐように
引き寄せる。

2

すねを引き寄せた右腕を、左手で上
から押さえて抱える。3

左の内ふくらはぎが左胸に押し付け
られるくらいまで引き寄せ、おヘソ
を突き出すように胸を張ると、お尻
の筋肉が伸ばされる。

4

痛みを感じない程度に伸ばしたま
ま、30秒程度その姿勢を維持する。
反対の足も同様に、交互に３セット
ほど行う。

5

右足が左足をまたぐようにして足
を組み、左のひじで右ひざの外側
を左に向けて押す。
2

右手は体を支えるように床に着
け、さらに体を右にひねり、顔も
右を向くようにして右のお尻から
腰周辺の筋肉を伸ばす。

3

痛みを感じない程度に伸ばしたま
ま、30秒程度その姿勢を維持す
る。反対の足も同様に、交互に3
セットほど行う。

4

　腰、お尻、ももの外側
は連動して硬くなりやす
いところです。これらの
筋肉を同時に伸ばすこと
で、腰痛の発生を抑える
効果があります。

効果

　人は立っているだけで、
姿勢を保つために常にお尻
の筋肉を使っています。そ
のためお尻の筋肉は硬くな
りやすく、お尻の筋肉の緊
張は腰に伝わり、さらに肩
へと伝わり、肩こりに発展
します。お尻の緊張を減ら
すことは肩こりの解消にも
つながります。

効果

手足が逆になりやすいので
注意。必ず曲げている足と
反対側のひじでひざを押す。

背中が丸まって
しまうと効果が
低減するので、
できるだけ胸を
張る。

抱え込んだ足のひざ
が体の中心より外側
に逃げてしまうと、
ほとんど効果がなく
なるので、ひざが胸
の中央辺りにくるよ
うに維持。

ひざにひじが届かない
場合には、手でひざを
押してもよい。

背筋を伸ばすように意識。

腰ストレッチ

お尻ストレッチ

スキマストレッチ

ど
ん
な
に
忙
し
い
人
で
も
、

毎
日
ち
ょ
っ
と
し
た「
ス
キ
マ
時
間
」は
あ
る
は
ず
。

そ
ん
な
ス
キ
マ
時
間
を
活
用
し
て

運
動
不
足
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

み
ん
な
の
つ
ぶ
や
き

９
月
か
ら
始
ま
る「
ポ
イ
ン
ト
制
」お
も
し
ろ
そ
う　
　

参
加
し
て
み
よ
う
か
な
。（
Ｈ
・
Ｓ
）

ご
ろ
寝
ス
ト
レ
ッ
チ

左手

右足
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こんな状態が２週間以上続いている人はいませんか

　言葉の表面的な意味にとらわれず、「なぜこう言っている
のか」をよく考えながら聴けば、相手が本当に言いたいこと
をつかみ、問題解決に前進できることがあります。

下記のような状態が２週間以上続いている場合は、
うつ病等への注意が必要です。

励
ま
す
の
で
は
な
く

「
聴
く
」こ
と
が
大
切

　
大
切
な
の
は
、
無
理
に
励
ま
し
た

り
不
調
の
原
因
を
探
る
の
で
は
な

く
、
相
手
の
気
持
ち
を
理
解
し
、
熱

心
に
話
を「
聴
く
」こ
と
で
す
。
こ
う

し
た
聴
き
方
を「
傾
聴
」と
い
い
、
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
現
場
で
重
視
さ
れ

て
い
ま
す
。
状
況
に
よ
っ
て
は
休
養

を
と
ら
せ
た
り
、
心
の
専
門
医
へ
の

受
診
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

当
て
は
ま
る
こ
と
が

多
い
場
合
は
…

な
ど
と
声
を
か
け
、
話
を
聴
き
ま

し
ょ
う
。

「
最
近
、
食
欲
あ
る
？
」

「
よ
く
眠
れ
る
？
」

身
近
な
人
の
　
　
　
　
が
疲
れ
て
い
る
と
き

コ

ココロ

コ
ロ

職
場
の
同
僚
や
ご
家
族
な
ど

　相手が話している途中でさえぎったり、自分
の意見を述べてはいけません。それをしてしま
うと、相手は自分の話を聴いてもらえなかった
と感じ、話す気をなくしてしまいます。

見逃さないで！

口数が減り、周囲との
交流を避けるようになった
口数が減り、声が小さくなって話が
途切れ途切れになったり、人付き合
いを避けるようになります。

仕事の能率が低下し、
ミスが増えた
集中力や判断力が低下するた
め、仕事の能率が下がり、ミ
スが増加します。

服装や身なりが
だらしなくなった
服装などへの関心や気配りの
余裕が失われます。

飲酒量、飲酒の習慣が増えた
憂さを晴らすためにお酒を飲んでい
ると、うつ症状が強くなり、アルコー
ルへの依存がさらに深まります。

遅刻や欠勤が増えた
休み明けに気分が重くなった
り、頭痛やめまいに襲われ、
遅刻や欠勤が多くなります。

グチや泣き言が増えた
「やる気が出ない」「もうダメだ」と
いったグチや泣き言が増えることも。

　「そういう考えはよくない」などと否定され
ると、相手は責められたと感じたり、話す気を
失ってしまいます。否定しないよう意識しま
しょう。

“ あいづちを打つ ”テクニック “言葉をそのまま返す ”テクニック

話は最後まで聴く1 否定せず、相手の気持ちを理解する2

身近な人の
を支える「傾聴」テクニック

※自殺の恐れなど緊急性の高い状況では、情報提供を優先する必要がある場合もあります。

お酒の席に
誘うのは

相談を受けるときは、内容を他人にもらさないことをハッキリ約束し

ましょう。上司や専門医への相談が必要な場合なども、事前に本人の

了承を得たうえで行うことが、信頼関係を保つために重要です。

相談事項は
他人にもらさない

ワーキング
ストレス

心を軽くする

対策

み
ん
な
の
つ
ぶ
や
き

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
補
助
が
あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
…
（
Ｙ
・
Ｈ
）

言葉の真意を探る

　話を聴くというと、「じゃ
あ酒でも飲みながら…」と
なりがちですが、心が疲れ
ている人には、お酒の付き
合いは負担になることも。
　また、お酒が憂うつを深
め、アルコール依存のきっ
かけになる恐れもあるた
め、お酒は交えずに向き合
いましょう。

………
………。

○○
なのね。

△△
なんですね。

△△
なんです。

○○
なんですよ。

NG
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み
ん
な
の
つ
ぶ
や
き

人
生
の
三
分
の
一
は
寝
て
る
時
間
。「
睡
眠
」は
大
事
だ
よ
ね
。（
Ｙ
・
Ｔ
）

健康保険組合からのお知らせ健康保険組合からのお知らせ

インフルエンザ予防接種は、強制ではなくあくまで個人の意志で受けるものです。
予防接種による事故等について、健保組合では一切責任を負いかねますのでご了承ください。
予防接種実施にあたっては、医師の指示に従ってください。

詳細については9月末ごろに、けんぽ通信やHP等でご案内いたします。

毎年実施しております、インフルエンザ予防接種費用の一部補助を
今年もつぎの通り実施いたします。

◦本人
◦配偶者
◦満15歳以下の家族（満年齢基準日：平成24年3月31日）	
◦満65歳以上75歳未満の家族（満年齢基準日：平成24年3月31日）

平成23年

予防接種を受ける期間

申請書提出期間

補助金支払期間

平成24年
10月 1月11月 2月12月 3月

平成23年度インフルエンザ予防接種費用の
一部補助について

補助対象者1

その他注意点6

接種から支給までのスケジュール5

対象予防接種2

補助額3

提出先7

実施場所4

右記にあてはまるトステム健康保険
組合に加入（保険証にお名前が記載）
されている方

❶補助金の申請用紙は10月に、健保HPに掲載します。
❷申請に添付する領収書やレシートは、必ず受診者名、予防接種料金が確認できる原本でお願いします。（内
容が不明なものは再提出をお願いすることもあります。）

　※予防接種済み証明書などを領収書のかわりに添付される場合は、受診者名と接種費用が確認できる原本のみ有効
　※領収書は受診者名で発行をしてもらってください。
　※家族分まとめて１枚の領収書の場合は内訳金額を記入してもらってください。
　※領収書（レシート）のご返却はいたしませんのでご了承ください。
　　➡予防接種は医療費控除の対象にはなりません。	

上限1,000円／１人・１回　（対象接種期間内1回のみ）
※お子様の場合、2回に分けて接種する場合がありますが、補助の対象はどちらか1回分のみです。

インフルエンザ

注１：海外勤務者と帯同家族は各期間とも通年　　注２：補助金の支給は申請月の15日〆、翌月給与振込	

〒136－8535　東京都江東区大島2－1－1　　トステム健康保険組合　中山宛  （※社内便可）

◦最寄の医療機関
◦事業所（事業所で集団実施が行われる場合、ご本人のみ接種可）	


